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霊丘公園体育館・弓道場 完成
　平成 26 年に開催される「長崎がんばらんば国体」弓道競技会場として
も使用される「霊丘公園体育館・弓道場」が３月に完成しました。
　３月 31 日、市弓道協会主催による道場開きが開催され、多くの関係者
が集まり、新弓道場の完成を祝いました。
　６月には、国体のリハーサル大会ともなる「第 60 回 全日本勤労者弓道
選手権大会」が本道場で開催されます。
　全国レベルの技を間近で見ることができる絶好の機会です。弓道を見た
ことがない人もぜひ足をお運びください。

第 60回　全日本勤労者弓道選手権大会
▶日　程　・６月７日（金）　開会式
　　　　　・６月８日（土）　一次予選
　　　　　・６月９日（日）　二次予選、決勝トーナメント、 閉会式
▶問い合わせ先　国体推進グループ（☎ 68-7001）



　　島原市
お財布事情

解 説
します

　平成25年度の予算編成に当たっては、
「市民目線に立った、オンリーワンの島
原市」の実現を目指し、７つの施策に
重点を置いた内容としています。

平成 25 年度予算が決まりました

① 市民目線に立った行財政改革の推進
② 産業の振興と島原地域ブランドの確立
③ 歴史と文化を活かした観光都市づくりと交流人口の拡大
④ 子育てにやさしいまちづくり
⑤ 高齢者や障がい者などを思いやる福祉の充実
⑥ 島原の将来を担う子どもを育てる教育の充実
⑦ 安全で安心して暮らせる快適なまちづくり

市民目線に立った、オンリーワンの島原市の実現

総　額  209 億 9692 万円　　
地方交付税 　62 億 7000 万円
市       税 　45 億 67 万 8 千円
国庫支出金 　31 億 4222 万円
県 支 出 金 　21 億 3395 万 8 千円
市       債 　16 億 7940 万円
繰  入  金 　15 億 6967 万 5 千円
地方消費税交付金      4 億 4000 万円　　
そ  の  他 　12 億 6098 万 9 千円

総　額  209 億 9692 万円
民  生  費    83 億 2610 万 1 千円
総  務  費    28 億 2961 万 9 千円
公  債  費    23 億 9573 万 7 千円
衛  生  費    18 億 7787 万 1 千円
土  木  費    18 億 4631 万 7 千円
教  育  費    11 億 9124 万 6 千円
商  工  費      8 億 2271 万 9 千円
農林水産業費      7 億 4906 万 4 千円
消  防  費      6 億 8171 万 5 千円
そ  の  他      2 億 7653 万 1 千円

・自主財源（市税、繰入金など）……………………33.1％
・依存財源（地方交付税、国庫・県支出金など）…66.9％

一般会計　歳入 　一般会計　歳出

地方交付税
29.9％

市税
21.4％

国庫支出金
15.0％

県支出金
10.1％

市債
8.0％

繰入金
7.5％

地方消費税
交付金
2.1％

その他
6.0％

民生費
39.7％

総務費
13.5％

公債費
11.4％

衛生費
8.9％

土木費
8.8％

教育費
5.7％

商工費
3.9％

農林水産費
3.6％

消防費
3.2％ その他

1.3％

一般会計　209 億 9692 万円
　　　　 　（前年度比 2.9％減）

特別会計　  88 億 6965 万円
　　　　 　（前年度比 1.6％増）
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「市税」と「市債」の市民１人当たり・１世帯当たりの負担額
▶市税…市民の皆さんから市に納められる税金で、市民税・固定資産税・軽自動車税・たばこ税など
▶市債…特定の建設事業を行うに当たり、その費用を賄うため銀行などから借りるお金のこと

　ここでは、市税と市債の１人当たりおよび１世帯当たりの負担額がいくらになるかを表しています。
市税・市債 １人当たり １世帯当たり

市税の負担額 79,790 円 200,580 円
市債の負担額 391,422 円 983,972 円

※平成 25 年 3 月末日現在の人口と世帯数（人口 47,944 人、世帯数 19,072 世帯）で算出
※市税は、個人市民税・固定資産税（交付金納付金は除く）・軽自動車税・都市計画税の調定額の合計で、
　滞納繰越分を除いて推計。市債は、平成 25 年度末現在高見込額より推計

市民１人当たりに使われる「予算」

市民１人当たりに使われる金額がいくらになるか、主な費目ごとに表しています。
１人当たりの合計額は、437,947 円になります。

民生費　173,663 円
障がい者福祉、児童福祉、高
齢者福祉、生活保護などに必
要なお金

総務費　59,019 円
市の管理事務や企画、選挙事
務、文化・スポーツの振興な
どに必要なお金

公債費　49,969 円
公共施設整備などのために借
りた市債の償還に必要なお金

衛生費　39,168 円
健康増進、母子保健、廃棄物
処理、公害対策などに必要な
お金

土木費　38,510 円
道路、公園、市営住宅の建設・
管理などに必要なお金

教育費　24,847 円
学校教育・社会教育の振興、
文化財保護などに必要なお金

商工費　17,160 円
観光事業や商工業の振興に必
要なお金

農林水産業費　15,624 円
農林水産業の振興に必要なお
金

消防費　14,219 円
消防や防災事業など、市民の
安全のために必要なお金

平成 25 年度　特別会計
　特別会計は、特定の事業を行う場合や特定の収入を特定の支出に充てる場合に、一般会計とは別に、そ
の経理を明らかにするために設けた会計です。

会　計　別 予算額（千円） 会　計　別 予算額（千円）
国民健康保険事業 7,677,284 島原都市計画事業安中土地区画整理事業 845
温泉給湯事業 81,903 有明町簡易水道事業 552,659
交通災害共済事業 14,217 後期高齢者医療 542,745

平成 25 年度  予算
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平成 25年度の主な事業 「市民目線に立った、オンリーワンの島原市」を目指す
主な事業を、７つの施策ごとに説明します

 １　市民目線に立った行財政改革の推進

● 新庁舎整備事業　5779 万円

 ２　産業の振興と島原地域ブランドの確立
● 島原市肉用牛導入支援事業　480 万円

● 地域農業活性化支援事業　500 万円
● 企業立地促進・雇用創出事業　1 億 3698 万円

 ３　歴史と文化を活かした観光都市づくりと交流
　　 人口の拡大

 ４　子育てにやさしいまちづくり

 ５　高齢者や障がい者などを思いやる福祉の充実

 ６　島原の将来を担う子どもを育てる教育の充実

 ７　安全で安心して暮らせる快適なまちづくり● 武家屋敷駐車場整備事業　1580 万円

● 島原情報マイスター養成講座　111 万円
● 島原城整備事業　2200 万円

● 高齢者福祉交通機関利用助成事業　3672 万円

● 自立支援医療費（育成医療）事業　200 万円
● 生活習慣病予防対策　4621 万円

● 校庭芝生化事業　76 万円

● 学校司書配置事業　905 万円
● 小学校教育用コンピュータ等更新事業　5690 万円

● 陸上競技場改修工事　2 億円

● 島原市地域おこし協力隊推進事業　509 万円
● 新田排水施設整備事業　4500 万円

※本ページ中、赤色表記の事業は平成 25 年度に取り
　組む新規事業です
※「平成 25 年度当初予算概要」および「主要事業説
　明書」の詳しい内容は、市ホームページで見ること
　ができます
　URL：http://www.city.shimabara.lg.jp/

● すこやか赤ちゃん支援事業　1446 万円

● すこやか子育て支援事業　4639 万円
● 予防接種事業　1 億 5583 万円

災害時の防災拠点とし
て、また市民サービス
の向上や行政運営の効
率化を図るための新庁
舎整備を行います

日本一となった「長崎
和牛」のブランド化に
向けた取り組みを行い
ます

武家屋敷駐車場を新た
に整備し、観光客の増
加および混雑緩和を図
ります

第２子以降のおむつ購
入費用を助成すること
で、多くの子どもを産
み育てられる環境の向
上を図ります

高齢者が利用する列車・
バス・タクシーの料金
を一部助成し、高齢者
の自立支援、地域交通
の振興を図ります

児童の健全な育成と地
域密着の交流拠点とし
て、学校校庭の芝生化
に取り組みます

日本陸上競技連盟第二
種公認継続に向け、陸
上競技場の施設整備を
図ります

　問い合わせ先　経営管理グループ財政班
　　　　　　　  （☎ 63-1111　内線 156）

平成 25 年度  予算
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平成 25年度
一筆地調査実施地区

・北上木場町の一部
・白谷町
・仁田町
・天神元町
・札の元町の一部
・門内町の一部
※土地改良事業実施
　地区は除きます
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象
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に
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平成 24年度
調査結果閲覧実施地区

・札の元町の一部
・門内町の一部
・大下町の一部
・新湊二丁目の一部
・中安徳町の一部

地
籍
調
査
事
業
で
は
で
き
な
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地
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☎
�
１
１
１
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内
線
２
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４
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地
籍
調
査
の
主
な
流
れ

説明会の日時・場所は、
後日案内しますので、
出席をお願いします

現地での立ち会いが必
要となります。日時は
事前にお知らせします

地籍調査完了後、調査結
果の閲覧をお願いします
（市が指定する20日間）

１　地元説明会への出席２　一筆地調査の立ち会い３　地籍調査完了後の閲覧

　　　　　　姉妹都市提携 30周年記念　「福知山市への友好親善訪問の旅」

　福知山市（京都府）との姉妹都市提携 30周年を記念し、
今秋、市民訪問団を結成し、福知山市を訪問いたします。
　問い合わせをいただいておりますが、現在、福知山市
をはじめ関係先との調整を行っております。
　「広報しまばら８月号」などで詳細をお知らせし、参加
者を募集いたしますので、今しばらくお待ちください。

８月ごろ
募集予定

▶日　程　10月26日（土）～28日（月）
※日程は４月末現在のもので、変更と
　なる場合があります
▶問い合わせ先
　政策企画グループ秘書広報班
　（☎ 63-1111　内線 124）



予防接種を受けましょう
予防接種法の一部改正が行われました。内容は、次のとおりです。
詳しくは、市保健センター（☎ 64-7713）へ問い合わせてください。

１　「Hib（インフルエンザ菌 b型）、小児用肺炎球菌、子宮頸がん」の予防接種が定期接種になりました
　対象者へは標準的な接種時期に個別通知（予診票を送付）をします。
　なお、すでに平成 24年度に接種を開始している人は、引き続き、残りの回数を定期接種として、受ける
ことができます。

ワクチン名 対象者 標準的な接種時期

Hib（ヒブ） 生後 2カ月～ 5歳未満 開始時期：生後 2カ月～ 7カ月未満

小児用肺炎球菌 生後 2カ月～ 5歳未満 開始時期：生後 2カ月～ 7カ月未満

子宮頸がん予防 小学校 6年生～高校 1年生の女子 中学校 1年生

２　結核（BCG）の対象者が 1歳未満に拡大されました

ＢＣＧ予防接種対象者
改正前 生後３カ月～６カ月
改正後 生後３カ月～１歳未満

　また、標準的な接種時期も生後 5カ月～ 8カ月未満に改正されましたので、この時期に個別通知を行い
ます。
　なお、平成 25年度から集団接種ではなく、個別接種（医療機関での接種）となっていますので、対象となっ
たら医療機関へ予約をし、予防接種を受けてください。

３　日本脳炎の特例対象者の範囲に平成 7年 4月 2日～ 5月 31日生まれの人が追加されました

４　長期にわたる疾病などのため予防接種を受けられなかった人に対し、予防接種を受ける機会が確保さ
　　れました
　免疫の機能に支障を生じさせる重篤な疾病にかかっていたことなどの特別な事情により、定期予防接種
の機会を逃したと認められる人について、接種可能となった時から原則 2年間、定期接種として予防接種
が可能となりました。
▶対　象　悪性新生物（白血病など）、血液・免疫疾患、神経・筋疾患（コントロール不良な「てんかん」
　　　　　や先天性筋ジストロフィーなど）、慢性疾患（消化器、腎臓、呼吸器、心臓）、内分泌疾患、　　
　　　　　膠原病（川崎病など）、先天性代謝異常、アレルギー疾患など

日本脳炎の特例対象者
改正前 平成７年６月１日～平成 19年４月１日生まれの人
改正後 平成７年４月２日～平成 19年４月１日生まれの人

　該当する人は、20歳未満まで第 1期、第 2期の不足分を定期接種として受けることができます。
　また、今年度 18歳になる人のうち、第１期完了者で第 2期の接種が済んでいない人に対して、個別通
知を行うようになりました。

予防接種は、感染予防、発病防止、感染症のまん延予防などを目的としています

平成 25.5.　　6



麻しん風しん予防接種について
　昨年度から全国的に風しんが流行しています。また、麻しんは、感染力が非常に強く、麻しんを流
行させないためには、接種率を 95％以上にする必要があると言われています。
　対象者のうち、接種がまだ済んでいない人は、できるだけ早く予防接種を受け、感染予防・流行予
防に努めましょう。

期　別 対象年齢（※１） 接種期間と回数（※２）

第１期 生後 12月～ 24月未満の人 ２歳の誕生日の前日までに１回

第２期 就学前 1年間にあたる人
（平成 19年４月２日～平成 20年４月１日生まれの人） 平成26年３月 31日までに１回

※１　平成 20年度から実施していた第 3期（中学校１年生相当）、第 4期（高校３年生相当）は、　
　　　平成 24年度をもって終了となりました
※２　第 1期、第 2期を受けること（合計 2回接種を行うこと）で、接種完了となり、免疫がより高
　　　まります

～  妊婦さんを「風しん」から守りましょう！ ～
　風しんは、妊婦さん（特に妊娠初期の人）がかかると赤ちゃんにも感染し、「先
天性風しん症候群（難聴や心疾患、白内障など）」を発症するリスクが高くな
ります。
　唯一の予防法が、予防接種を受け、風しんに対する免疫をつけることです。
　なお、妊婦さんは予防接種が受けることができないため、妊婦さんのご家
族や周りの人が予防接種を受け、妊婦さんに感染させないことが重要です。
（上記第 1期、第 2期対象者以外は任意接種となり有料です）

予防接種を受けるときの注意点
　定期接種は、疾病に対する免疫を効果的に
つけるため、予防接種法により、対象年齢や
接種回数、接種間隔が決められています。
　このため、対象年齢や接種回数が異なると、
法定外（任意接種）の取り扱いになり、万が一、
予防接種による健康被害が生じた場合に予防
接種法による救済制度（補償）を受けること
ができません。
　なお、対象年齢内で接種間隔のみが過ぎて
しまった場合（忘れていたなどの理由による
場合）には、任意接種の取り扱いとなります
が、無料で接種ができ、市が加入する保険の
対象となります。
※予防接種を受けるときは、保護者が予防接
　種の効果や副反応を理解し、納得をしたう
　えで接種をするようにしましょう
※対象年齢や接種回数・間隔をよく確認し、
　受け忘れや回数・間隔の間違いがないよう
　にしましょう

母子健康手帳について
　母子健康手帳は、お
子さんの成長を記録す
る大切な手帳です。ま
た、母子健康手帳には、
予防接種を記録する欄
があります。

　予防接種の記録は、
何をいつ受けたのか、
次は何を受けるとよい
のかを確認することが
できます。予防接種を
受ける際には、必ず医
療機関へ予診票と一緒
に母子健康手帳を持っ
ていくようにしましょう。
　最近では、大学や海外へ行く際に予防接種
の記録が必要なことも多くありますので、大
人になっても母子健康手帳を大切に保管する
ようにしましょう。

7　　平成 25.5.



豊かで潤いのある「地域づくり」を応援します

「がまだす地域づくり補助金」の事業を募集します

対
象
と
な
る
事
業

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
事
業

①
市
民
の
福
祉
向
上
ま
た
は
公
益
上
の
必
要
性
が

　
認
め
ら
れ
る
事
業

②
市
内
で
実
施
さ
れ
る
事
業
（
関
連
事
業
の
市
外

　
で
の
実
施
も
可
と
す
る
）

③
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
完
了
す
る
事
業

④
新
た
に
ま
た
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

　
実
施
す
る
事
業

対
象
と
な
ら
な
い
事
業

①
特
定
の
個
人
や
団
体
の
営
利
を
目
的
と
す
る
事

　
業

②
宗
教
的
活
動
ま
た
は
政
治
的
活
動
を
主
た
る
目

　
的
と
す
る
事
業

③
地
区
住
民
の
交
流
会
な
ど
の
親
睦
会
的
な
事
業

④
売
名
を
目
的
と
す
る
事
業

⑤
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
お
そ

　
れ
の
あ
る
事
業

⑥
市
の
他
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
事
業

⑦
そ
の
他
市
長
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
事
業

補
助
を
受
け
る
団
体
の
要
件

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
団
体

①
公
益
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
、
ま
た
は
行
お

　
う
と
し
て
い
る
団
体

②
主
た
る
活
動
の
場
が
市
内
に
あ
る
団
体

③
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団
体
で
、か
つ
、

　
構
成
員
の
半
数
以
上
が
、
市
内
に
住
所
、
勤
務

　
先
を
有
し
、
主
た
る
構
成
員
で
あ
る
団
体

④
代
表
者
が
明
ら
か
で
あ
り
、
当
該
団
体
の
設
置

　
の
趣
旨
お
よ
び
活
動
の
目
的
が
定
め
ら
れ
た
規

　
約
ま
た
は
会
則
な
ど
を
備
え
、
予
算
お
よ
び
決

　
算
な
ど
の
会
計
処
理
が
明
確
な
団
体

補
助
金
の
額

①
一
般
枠

　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額
で
、
１
事
業

に
つ
き
50
万
円
を
限
度
と
し
ま
す

②
簡
易
枠

　
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
の
額
で
、
１
事
業

に
つ
き
10
万
円
を
限
度
と
し
ま
す

※
簡
易
枠
は
内
部
審
査
と
し
手
続
き
を
簡
素
化

※
１
団
体
に
つ
き
１
事
業
と
し
、
予
算
の
範
囲
内

　
で
交
付
し
ま
す

応
募
期
限

①
一
般
枠　
６
月
28
日
㈮
ま
で

②
簡
易
枠　
随
時
受
け
付
け
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

　
政
策
企
画
グ
ル
ー
プ
地
域
振
興
班
（
☎
�
１
１

１
１　
内
線
１
４
６
）

　市では、市民が自ら考え実践する地域づくりを積極的に推進するため、市民団体
などが、自主的・主体的に企画し、実施する地域づくり事業に対して「島原市がま
だす地域づくり補助金」を交付します。
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　平成 25年５月から「公共施設予約システム i
ア イ ト ッ ト
･Totto」

の対象施設が拡充し、次の施設でもインターネットから、
仮予約・空き状況を確認できるようになります。
　詳しくは、市ホームページのトップページ「公共施
設予約システム」からアクセスしてください。
▶問い合わせ先　政策企画グループ政策班
　　　　　　　　（☎ 63-1111　内線 146）

公共施設の予約・空き状況確認がますます便利に！

「公共施設予約システム」
の対象施設が拡充します

施設名称 空き状況確認 仮予約
島原復興アリーナ ○ ○
島原文化会館 ○ ー
有明総合文化会館 ○ ー
平成町人工芝グラウンド ○ ー
市営陸上競技場 ○ ー
総合運動公園庭球場 ○ ー
市営球場 ○ ー
れいなん会館 ○ ー
有明農業者
トレーニングセンター ○ ー

舞岳山荘 ○ ー
各地区公民館 ○ ー

　「ふるさとの良さを再発見し、
永く愛されるかるた作りを」とい
う目的で、「しまばら三会かるた
作り委員会」が、三会地区にちな
んだかるたを作成。親しみやすい
読み札と挿し絵が人気を博し、大
変好評でした。

「しまばら三会かるた」

平成 24年度活用事業
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５
月
は
「
町
内
会
・
自
治
会
加
入
促
進
月
間
」
で
す　

町
内
会
・
自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

一
番
身
近
な
自
治
組
織

　
町
内
会
・
自
治
会
は
、
地
域
に
住
む

方
々
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
一
番

身
近
な
自
治
組
織
で
す
。
現
在
、
市
内

に
は
２
２
７
の
町
内
会
・
自
治
会
が
あ

り
、
多
く
の
人
が
加
入
し
、
お
互
い
に

協
力
し
合
い
、
支
え
合
い
な
が
ら
、
住

み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織

　
町
内
会
・
自
治
会
で
は
、
い
つ
起
こ

る
か
も
し
れ
な
い
災
害
に
備
え
、
自
主

防
災
組
織
を
つ
く
り
防
災
訓
練
を
実
施

す
る
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え

を
行
い
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

８
割
の
人
が
隣
近
所
の
人
か
ら
救
出

　
平
成
７
年
に
発
生
し
た
「
阪
神
・
淡

路
大
震
災
」
に
お
け
る
救
出
者
の
約
８

割
の
人
が
、
隣
り
近
所
の
人
に
助
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
番
身
近
な
町
内
会
・

自
治
会
に
加
入
し
、
隣
近
所
と
の
交
流

を
深
め
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
お
く
こ

と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、
安
心
し
て

行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
町
内
会
・
自
治
会
に
加
入

し
、
親
睦
や
交
流
を
深
め
、
よ
り
豊
か

で
潤
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

町
内
会
・
自
治
会
の
主
な
活
動

・
地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
…
ス
ポ
ー
ツ
大  

　
会
、
運
動
会
な
ど

・
地
域
で
の
助
け
合
い
…
自
主
防
災
活　

　
動
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

・
地
域
へ
の
思
い
や
り
…
独
居
老
人
へ　

　
の
声
掛
け
、
敬
老
会
な
ど

・
地
域
の
生
活
環
境
向
上
…
防
犯
灯
の　

　
設
置
・
維
持
管
理
、
市
か
ら
の
行
政

　
文
書
の
回
覧
な
ど

・
地
域
へ
の
や
さ
し
さ
…
清
掃
活
動
、　

　
緑
化
活
動
な
ど

・
歴
史
と
文
化
の
継
承
…
祭
り
・
精
霊　

　
流
し
、
伝
統
芸
能
な
ど

　
町
内
会
・
自
治
会
加
入
に
関
す
る
こ

と
は
、
お
住
ま
い
の
町
内
会
長
・
自
治

会
長
ま
た
は
政
策
企
画
グ
ル
ー
プ
秘
書

広
報
班
（
☎
�
１
１
１
１　
内
線
１
２

４
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

域力地 u p

　「がまだす地域づくり交付金」
　「地域の元気づくり支援補助金」

　人口減少や高齢化社会が進み、地域コミュニティの衰退が問題視されてい
るなか、市内の町内会・自治会では、地域コミュニティの維持・活性化に向
けたさまざまな取り組みを実施しています。また、市では、このような取り
組みを支援するために「がまだす地域づくり交付金」および県の事業を活用
した「地域の元気づくり支援補助金」を交付しています。
　今回は、「霊丘地区」の取り組みを紹介します。
　霊丘地区は 31 の町内会で組織され、日ごろから地域清掃やレクリエーショ
ンなどの活動に取り組んでいます。

　左の写真は、保護者や生徒など
地域住民が一丸となって行った

「第二小学校」の清掃活動と新た
に取り組みを始めた「ターゲット
バードゴルフ」の様子です。
　このように、世代間交流の促進
や交流機会の創出により、元気あ
る地域づくりを進めています。

地域清掃 ターゲットバードゴルフ

霊丘地区

を活用した地域の取り組み

■ 問い合わせ先
　 政策企画グループ地域振興班
 　（☎ 63-1111　内線 146）



平成 25.5.　　10

「男女共同参画社会」について考えてみよう
danjo   kyodo - sankaku

vol.10

　県では、女性が社会で新たに活動を始めたり一層活躍したりできる機会の創出や仕組みの構築に
よって、地域・経済を活性化するため、女性を中心としたグループなどが企画する新たな活動プラ
ンへのチャレンジを応援する事業を募集しています。

募集概要
▶資　格　県内在住の女性５人以上を含み、半数
　以上が女性で構成されるグループまたは NPO
　など
▶補助率　対象となる事業経費の 10 分の 10 以
　内を補助（民間有権者などの選考があります）
※一件あたり 100 万円を限度額とします
▶応募方法　事業企画書などの様式に必要事項を
　記入のうえ２部提出してください（持参または 
　郵送、電子メール）
※「事業企画書」は政策企画グループで配布する
　ほか市ホームページからもダウンロードするこ
　とができます
▶応募期限　５月 22 日（水）必着
▶応募・問い合わせ先
　長崎県県民生活部男女共同参画室
　（〒 850-0862　長崎市出島町２-11　出島交流
　 会館３階　☎ 095-822-4729
 　e-mail：s03530@pref.nagasaki.lg.jp）

 大浦 慶（おおうら  けい）
 1828 年（文政 11）～ 1884 年（明治 17）
　長崎の油問屋の娘として生まれ、若くして傾
いた家業の再興を決意。25 歳で日本茶の貿易
を手掛け、九州一円の産
地から６トンを集め壮大
な夢を実現。亀山社中を
はじめ、幕末の志士たち
を陰ながら支援したと言
われています。
　日本茶輸出貿易の先駆
者としての功績を認めら
れ、明治政府から功労褒
賞と金 20 円が贈られま
した。

資料提供
　長崎歴史文化博物館

プロフィール

▶男女共同参画に関する問い合わせ先
　政策企画グループ政策班（☎ 63-1111　内線 146）

平成 25年度　大浦お慶プロジェクト
『女性力でながさきを活性化プロジェクトチャレンジ事業』を募集します！

長崎県民歌「南の風」が生まれ変わりました
　県民の皆さんに親しまれ、愛される歌を作ろうと、昭和 36 年に制定され
た長崎県民歌「南の風」。
　来年開催される「長崎がんばらんば国体」では県旗掲揚の際、演奏・合唱
されることになっています。県では、この歌を歌い継いでほしいという思い
から、合唱や行進曲など８つのパターンで現代風にアレンジしました。
▶問い合わせ先　長崎県広報課
　　　　　　　　（☎ 095-895-2021）

１　南
みんなみ

の風と光に
　　とつくにの文化のうしお
　　花咲きし伝統ひめて
　　はて知らぬ希望に生くる
　　長崎県　わがふる里よ 

２　青に冴
さ

ゆ　み山雲仙
　　山

やまなみ
脈の重なるところ

　　殉教の道も清らに
　　限りなき生

い の ち
命は映ゆる

　　長崎県　わがふる里よ 

３　雲ながる　海原ゆけば
　　壱岐　対馬　五島の彼方
　　ゆたかなる海の幸あり
　　大漁の旗はかがやく
　　長崎県　わがふる里よ  

４　こだまする造船の業
わざ

　　大いなる七つの海に
　　新らしき船を浮かべて
　　美しく世界を結ぶ
　　長崎県　わがふる里よ  

南の風 作詞／県民の歌作詞委員会
作曲／山口健作

長崎県民歌 検 索



島原半島ジオパーク推進連絡協議会（☎６５－５５４０）

つなごう！未来へ　島原半島世界ジオパーク �

ジ
オ
パ
ー
ク
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
取
り
組
み

　
先
月
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た
地
域
が
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
3
つ
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　
　 
①
「
大
地
の
遺
産
」
の
保
全

　
　 
②
「
大
地
の
遺
産
」
を
用
い
た
教
育
活
動

　
　 
③
「
大
地
の
遺
産
」
を
活
用
し
た
観
光
振
興

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
続
け
、「
大
地
の
遺
産
」
を

守
り
な
が
ら
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
ジ
オ

パ
ー
ク
の
目
的
で
す
。

　
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
上
で
、「
大
地
の
遺
産
」
の

保
全
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　
な
ぜ
な
ら
、大
地
の
遺
産
が
保
全
で
き
な
け
れ
ば
、

そ
の
価
値
が
失
わ
れ
、
未
来
に
わ
た
っ
て
そ
れ
ら
を

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

　
今
月
と
来
月
は
、
島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
で
行
わ

れ
て
い
る
大
地
の
遺
産
の
保
全
の
具
体
例
を
紹
介
し

ま
す
。

大
地
の
遺
産
の
保
全
①
「
法
律
に
よ
る
保
全
」

　
雲
仙
が
国
内
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
。

　
国
立
公
園
は
、「
日
本
を
代
表
す
る
優
れ
た
自
然

の
風
景
地
を
保
護
す
る
た
め
に
開
発
を
制
限
し
、
か

つ
風
景
の
観
賞
な
ど
、
人
々
が
自
然
と
親
し
み
、
利

用
が
し
や
す
い
よ
う
に
、
必
要
な
情
報
の
提
供
や
利

用
施
設
を
整
備
し
て
い
る
」
自
然
公
園
の
制
度
の
こ

と（
※
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
文
章
を
一
部
修
正
）

で
、
現
在
国
内
に
30
地
域
あ
り
ま
す
。

　
国
立
公
園
制
度
は
、「
自
然
公
園
法
」
と
い
う
法

律
に
基
づ
き
、
認
定
地
域
の
自
然
環
境
が
保
護
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
立
公
園
内
で
は
、
対
象
物
の
希
少
性

に
応
じ
て
保
護
区
分
が
な
さ
れ
、
も
っ
と
も
規
制
の

厳
し
い
「
特
別
保
護
地
区
」
で
は
、
す
べ
て
の
動
植

物
（
落
ち
葉
や
枯
葉
を
含
む
）
の
捕
獲
や
採
取
お
よ

び
植
物
の
植
栽
や
種
ま
き
と
い
っ
た
自
然
環
境
を
変

え
る
行
為
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
然
公
園
法
だ
け
で
な
く
、
自
然
環
境
を
守
る
法

律
と
し
て
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
」、「
自
然
環
境
保
全
法
」、「
自
然
再
生
推

進
法
」
な
ど
が
あ
り
、
日
本
の
美
し
い
自
然
環
境
を

守
り
、
維
持
す
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
5
月
、
平
成
新
山
を
間
近
に
望
む
こ
と

が
で
き
る
登
山
道
が
開
通
し
ま
し
た
。

　
こ
の
開
通
に
よ
り
、
20
年
間
ほ
ぼ
手
つ
か
ず
だ
っ

た
雲
仙
の
素
晴
ら
し
い
自
然
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
一
方
、
希
少
生
物
や
平
成
噴
火
で
も
た
ら
さ
れ
た

岩
石
の
盗
掘
、
さ
ら
に
は
立
ち
入
り
禁
止
地
域
に
立

ち
入
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
の
足
跡
が
認
め
ら
れ
る
な

ど
の
被
害
が
あ
っ
て
い
ま
す
。

　
登
山
道
は
、
希
少
な
生
物
や
岩
石
を
採
取
す
る
た

め
に
開
通
さ
せ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
美

し
い
自
然
環
境
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
に

は
、
私
た
ち
自
身
が
モ
ラ
ル
あ
る
行
動
を
と
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
来
月
は
、
住
民
の
手
に
よ
る
大
地
の
遺
産
の
保
全

の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
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３ つ の
取り組み

登山者のマナー

花木・植物・岩石の
採取、動物・昆虫の
捕獲はしないでくだ
さい

昨年 5 月に開通した登山道にある風穴。
真夏でも冷気が噴き出ています。

立岩の峰展望所付近から見た平成新山。
迫力満点です。



ウ
ォッチン

グ

まち
かど

島原市霊丘公園体育館・弓道場　完成
「長崎がんばらんば国体」弓道競技会場としても使用

　３月 20 日、島原市霊丘公園体育館・弓道場の落成式および落成を
記念した「大山加奈選手バレーボール教室」を開催しました。
　新しく完成した体育館・弓道場は、バスケットボールやバレーボー
ルができるアリーナと弓道場が併設されており、平成 26 年に開催さ
れる「長崎がんばらんば国体」の弓道競技会場としても使用されます。
　また、落成を記念して当日行われたバレーボール教室では、バレー
ボール全日本女子としても活躍した大山加奈選手が市内小学生約 250
人を熱心に指導し、参加者は大山選手の話に熱心に耳を傾けていました。

オープニングセレモニー
（テープカット）
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大山加奈選手（中央）による
バレーボール教室

がんばくん（左）、らんばちゃん（右）
も来てくれました

平成 25年　島原市表彰式
島原市の発展に寄与

　４月１日、平成 25 年市表彰式を島原文化会館で行いました。
　島原市の発展に多大な貢献をした人など 20 人・２団体を表彰
しました。 
　被表彰者は次のとおりです。（敬称略）

人命救助功労
　上田重弘（白山町）
　上田洋平（新湊一丁目）
　芝田将太（有明町）
徳行功労
　松﨑元春（鎌田町）
　有馬良知（川崎市）
　江川君江（柿の木町）
産業功労
　古川繁信（仁田町）

社会福祉功労
　松﨑章子（北安徳町）
　永門重明（新山二丁目）
　鐘ケ江あけみ（下川尻町）
　喜多吉彦（萩が丘二丁目）
　高城昭紀（中野町）
　大津末喜（中野町）

教育文化功労
　草野未江子（高島二丁目）
　松本勇夫（有明町）

保健衛生功労
　石尾重信（有明町）
　三会明生会（中原町）
　浜西長寿会（有明町）
納税功労
　寺田厚（中町）
　松﨑論（北安徳町）
消防功労
　園田裕和（新湊二丁目）
　本田隆之（有明町）

第２回　しまばら芝桜まつり
25 万株の色とりどりの芝桜

　「芝桜公園をつくる会」を中心としてボランティアで整備・管
理が行われいる芝桜公園で「第２回しまばら芝桜まつり」が４月
７日から開催されました。
　訪れた観光客は、きれいに咲き誇る芝桜と平成新山を眺め、
島原の春を感じていました。



国体ＰＲとボランティア募集
国体開催まで５５５日

　４月５日、平成 26 年に開催される「長崎がん
ばらんば国体」の機運を盛り上げるとともに、運
営ボランティアを募集しようと市内各所でＰＲ活
動を行いました。
　ＰＲ活動には、がんばくん・らんばちゃんをは
じめ、古川市長などが参加し、通勤・通学途中の
人に手を振るなどして、長崎がんばらんば国体の
周知とボランティア参加を呼びかけました。
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100 歳　おめでとうございます

松﨑 ハルノさん
（３月 27 日）

本田 ハルコさん
（４月 11 日）

島原の旬の話題を…

「メールマガジンしまばら」
▶登録方法　市ホームページ内の登録専用ページ（http://　
　www.city.shimabara.lg.jp/mailmagazine/）で登録し
　てください
※画像が多いため、携帯電話での受信はおすすめできません
▶概　要
・行事や市政情報、市長コラムなど
・月２回の発行
▶問い合わせ先
　政策企画グループ秘書広報班
　（☎ 63-1111　内線 124）

　市ではインターネットを利用した「メー
ルマガジンしまばら」を発行しています。
　「メルマガしまばら」では、イベント・
行事予定のほか市政情報、市長の思いや考
えなどを掲載しています。
　皆さんの登録をお待ち
しています。

  ボランティア募集
　長崎がんばらんば国体および競技別リハーサル大会
の運営には、多くの市民の皆さんの力が必要です。
　ボランティアとして参加して、全国から訪れる方々
を温かくお迎えし、大会を盛り上げましょう。
　みなさんのご応募をお待ちしています！
▶ボランティア活動期間
①リハーサル大会　平成 25 年６月～平成 26 年３月
②長崎がんばらんば国体
　　　　　　  平成 26 年 10 月 12 日～ 10 月 22 日

▶募集期限　約 200 人程度に達するまで
▶応募方法　市役所本庁、有明支所などに設置　
　している申込書に必要事項を記入し、実行委　
　員会事務局へ郵送などで申し込んでください
▶応募・問い合わせ先
　長崎がんばらんば国体島原市実行委員会事務局
　　〒 855-0075　島原市下折橋町 3691-1
　　　　　　　　　下折橋町集合避難施設２号棟
　　　　　　　　　☎ 68-7001　FAX68-7002

次回、長崎であるのは数十年後 !?
きっと、一生の思い出になるよ♪



し ま ば ら
子育て情報

問い合わせ先
子育て支援室（☎ 62-4015）
市保健センター内（霊南二丁目 45）
E-mail：kosodate@city.shimabara.lg.jp
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育児ワンポイント
わらべうた

　歌って、触れて、遊んで、心と体をほぐしましょう。
　「わらべうた」は、いつでも、どこでも遊べます。「い
ないないばー・いもむしごろごろ・いちりにり」など足
の親指や足首、両ひざの「ツボ」を刺激し、最後のくす
ぐりを子どもたちが期待して待つ楽しいスキンシップ遊
びです。
　あったかいひとときを、親子で過ごしてみましょう。

しまばらの子育て情報（幼稚園編）
市内幼稚園の子育て支援センターを４回にわたり紹介しています。

名　　称 住　所 電　話
スターキッズクラブ（認定こども園）ひかわ第一幼稚園 上新丁二丁目 2576 62-4420
あんぱんまん教室（認定こども園）島原幼稚園 弁天町一丁目 107 62-2955
なかよしクラブ (認定こども園）有明幼稚園 坂上町 7528 62-2584
ぶどう組（島原活水幼稚園） 青葉町 5436 63-2700

ぶどう組（島原活水幼稚園）
　ぶどう組では、希望に応じ、個人または親子
でスポーツ・絵本の読み聞かせ・製作などに参
加することができます。
　ハロウィンやクリスマス会などの楽しいプ
ログラムに参加するなどし
て、入園前に園生活を楽し
むことができます。
　まずは、見学など気軽に
お越しください。

ハロウィンパーティー
▶開設日時　月曜～金曜日　10：00～ 12：00
▶問い合わせ先　ぶどう組（グリーンクラス）
　　　　　　　　島原活水幼稚園（☎ 63-2700）

知能遊び

「いちり♪にり♪さんり♪～」のリズムに合わせて、「ツボ」を刺激

ママたちのためのリフレッシュ講座
▶内　容（いずれも要材料費 200 円）
①クッキング教室（ちょこっと中華）
・日時　５月 13 日（月）　10 時～ 12 時
・講師　内田景子 先生（中華園）
②フラワーアレンジメント
・日時　５月 29 日（水）　10 時～ 12 時
・講師　柴田美穂 先生（小原流）
▶ところ　市保健センター
▶対象者　小学校就学前の子どもがいる
　　　　　お母さん（託児可）
▶申し込み先　子育て支援室

１ ２

３ ４









公民館では各種講座を行っています
あなたも参加してみませんか
◆有明公民館
◆三会公民館
◆杉谷公民館
◆森岳公民館
◆霊丘公民館
◆白山公民館
◆安中公民館

（☎68－1101）
（☎62－4505）
（☎63－2231）
（☎63－2242）
（☎64－2023）
（☎63－2221）
（☎63－2253）

公民館













◆市ホームページアドレス
　  http://www.city.shimabara.lg.jp/
◆島原市の人口（４月１日現在） 
　人　口 　４７，９４４人　  （前月比 －３６７）　　　
　　男　　 ２２，２１０人 　 （前月比 －１９３）
　　女　　 ２５，７３４人 　 （前月比 －１７４）
　世帯数　 １９，０７２世帯  （前月比 －９０）
　出生 25 件　死亡 48 件　転入 172 件　転出 476 件

◆携帯電話版市ホームページ
　携帯電話版の市ホームペー
ジも開設しています。ＱＲコード
対応機種の携帯電話では、左の
コードからアクセスしてくださ
い。また、ＵＲＬを直接入力して
もアクセスできます。

    URL http://www.city.shimabara.lg.jp/m/
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新商品・新技術の研究開発を島原市が応援します

　アイデアはあるけど研究開発の資金がない、市場調査や
マーケティングで顧客ニーズを把握したいなど、新商品や
新技術の研究開発に意欲のある人を支援します。
　たくさんのご応募お待ちしています。

平成 24年度　採択作品

プリンdeしょうが（松本農園） ピコ水力発電（元島工作所）
島原特産の生姜を使用した大人の味
のスイーツにしました。

通常の水力発電タービンでは電力を
得られない、小さな水流に対しても
発電できるための回転増速機を開発。

スイカの百貨店仕様パッケージを作
り、高品質・高級なギフトとしての
新たな販路を開拓。

島原市新商品開発支援事業

意欲のある人

大募集！

・市内の中小企業者（業種の指定はありません）
・市内の団体（各種中小企業団体、協同組合、任 
  意団体など）

① 新商品・技術開発に要する経費
・研究開発に必要な調査、指導に要する経費
・研究開発事業に要する経費（試作・デザイン研
  究開発を含む）
② 需要開拓に要する経費
・展示会の開催、見本市への参加に要する経費
・専門家による販路拡大に関する調査、指導に要
  する経費
・広報、品質表示などの事務に要する経費

　対象経費の２分の１以内
　※限度額：１件につき 100 万円まで

　事前に産業政策グループへ相談のうえ、申請書
類を同グループへ提出してください
※様式は市ホームページからもダウンロードする 
　ことができます

　６月 28 日（金）まで

　応募のあった申請に対し、審査（プレゼンテー
ションなど）を行います。審査結果により採択さ
れた場合のみ、補助金が交付されます。
　なお、採択された場合は、広報紙
やイベントなどで披露していただく
ことがありますので、ご了承ください

　産業政策グループ商工振興班
　（☎ 68-1111　内線 571・572）

補助対象者

対象経費

補助額

応募方法

応募期限

審　査

応募・問い合わせ先

Ｏｈ！ＤＡＭＡ
（山之内西瓜部会）
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